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研究成果の概要（和文）：介入の対象となるK市において、以下の取り組みを実施した。①地域包括支援センターに寄
せられる相談内容を通じたニーズの把握と資源の集約,②より効果的なネットワーク構築について共に検討,③検討の結
果をもとにネットワーク構築に必要となる取り組みについて検討し、実施また、対象となるK市内の特にコミュニティ
のつながりが希薄な地域であるU地区（府営住宅）において社会福祉協議会や自治会と合同の定期的な取り組みをスタ
ートさせ、同地区内のソーシャルキャピタルの再構築に対する取り組みを開始した。
今後は、同地区内に居住する高齢者を対象に、効果測定の調査を行う予定である。

研究成果の概要（英文）：The research had carried out the following approach in K city.Needs have been extr
acted from the content of the consultation to the Community General Support Center.The researcher cooperat
ed with the person in charge, and examined a more effective network construction.A further approach was ex
ecuted based on the result.The researcher cooperated with the social welfare council and neighborhood comm
unity association, and regular intervention was done to U area which has weak relationship among people in
 community.
We are looking to actually do some research for measuring the effect of intervention will be  among the  e
lder people in the community.

研究分野：

科研費の分科・細目：

医歯薬学

キーワード： ネットワーク　自治会　公営住宅　コミュニティカフェ　ソーシャルキャピタル　予防的介入

看護学　地域・老年看護学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
平成 12 年度から導入された介護保険制度

は、平成 18 年度には施行後 5 年を経て、よ
り介護予防に重点を置く改正がなされた。 
介護保険制度の見直しの大きな柱のひとつ

が「予防重視型システムへの転換」である。
介護保険の基本理念である「自立支援」をよ
り徹底するために従来の「予防給付」を、対
象者の範囲、サービス内容、マネジメント体
制などを見直した「新たな予防給付」へと再
編を行った。（厚生労働省） 
平成 18 年度には、要支援・要介護状態とな

る前からの一貫的・継続的な介護予防マネジ
メント体制を整備するための中心的機関と
して「地域包括支援センター」が設置され、
要支援１・２の区分に該当する対象者に対し
てサービス提供のマネジメントを実施して
いる。 
介護予防に関する包括的な支援を提供する

ために、地域包括支援センターの基本機能と
して、①共通的支援基盤構築 ②総合相談支
援・権利擁護 ③包括的・継続的ケアマネジ
メント支援 ④介護予防マネジメント の 4
つが求められている。しかし、施行後間もな
い制度であるために、現時点では対象者に直
結するマネジメント業務に専念せざるを得
ない状況にあり、特に総合的相談支援等業務
に分類されている「地域におけるネットワー
ク構築業務」に関しては、義務付けられては
いるものの暗中模索の状態である。地域に暮
らす高齢者に対する介護予防的取り組みを
より効果的なものにするために、各地域にお
ける介護予防ネットワークの構築は急務と
されている。 
介護予防とネットワークに関連する研究に

関しては、「日本の高齢者 介護予防に向け
た社会易学的大規模調査 高齢者の健康と
家族との関連性 世帯構成・婚姻状況・夫婦
関係満足感」末盛慶,近藤克則（ほか 2 名）公
衆衛生 69 巻 7 号 583‐587（2005 年）、「地
域在住高齢者の社会関係の特徴とその後 2年
間の要介護状態発生との関連性」吉井清子,
近藤克則（ほか 2 名）日本公衆衛生雑誌 52
巻 6 号 456‐467（2005 年）、「後期高齢者の
ふれあい活動への参加経緯について 住民
主体の介護予防活動を通して」松岡広子 訪
問看護と介護 9 巻 8 号 614‐618（2004 年）、
「地域高齢者における介護予防を目指した
昨日訓練事業の試み」河野あゆみ,金川克子
（ほか 3 名）日本公衆衛生雑誌 49 巻 9 号
983‐991（2002 年）などの先行研究がある
が、これらはいずれも高齢者個人あるいはそ
れを取り巻く特定のサポート資源と、ネット
ワークまたはソーシャルネットワークとの
関連における介護予防に関する研究である。 
地域包括支援センターに求められるネット

ワーク構築については、社会的なシステムで
あり、より包括的で、さらにそれぞれの地域
でその特性と目的に合致したものであるこ
とが求められていることから、現場で直接対

象者に接している包括支援センターの職員
が取り組みへの困難さを感じていることが
推測され、そのことに関する介入は緊急課題
であると考える。 

 
２．研究の目的 
本研究は、現在地域における包括的で継続

的、かつ効果的な介護予防の取り組みのため
に急務とされている地域包括支援センター
が行うネットワーク構築について実践的研
究をおこない、その地域のニーズに合致した
効果的なネットワーク構築に関して検討し
ていくことを目的とする。 

 
３．研究の方法 
研究全体はミクストメソッドを用いる。質

問紙による調査と、平成 23 年度に自治会が
行った調査結果とを突合し、分析を行う。ま
た、インタビュー調査を行い、質的分析を行
う。 
該当する自治会に所属する 65 歳以上の高

齢者全数を調査対象とする。調査票は配布留
置法とする。民生委員、自治会役員の協力を
得て手渡しし、後日研究者が自治会から提供
を受けた名簿に沿って訪問回収を行う。当該
地域の住民の自治会所属率は 100％であり、
回収率の確保の目的で訪問回収とする。 
インタビュー調査はコミュニティ・カフェ

の積極的利用者および運営協力者を対象と
して、コミュニティ・カフェの別室もしくは
該当者宅、あるいは自治会集会所にて行う。
場所や日時は該当者の利便性を鑑みて個別
に調整を行う。 
質問紙調査は該当する自治会に所属する 65

歳以上の者全数（約 700 人）を対象とする。 
インタビュー調査は質的検討のインタビュ

ー対象者は、コミュニティ・カフェの積極的
利用者および運営協力者を対象とし、分析が
理論的飽和に達するまでの人数を対象人数
とする。飽和期待人数としては 30～50 名を
予定している。 
質問紙調査の測定項目は①基本属性（年齢、

性別、居住年数、身長・体重、婚姻・同居者、
職業、経済的ゆとり）、②コミュニティ・カ
フェの利用（利用頻度、利用理由）、③社会
的交流（Lubben social network scale）、④
健康状態（主観的健康感、現病、身体症状、
老健指揮活動能力指標、介護度等）、⑤心理
状態（LSIK、SF-8、CES-D）とする。測定方
法は自記式質問紙による。 
平成 23 年度に自治会が行った調査結果に

ついては、居住棟および生年、身長を元に今
回の質問紙との突合を行う。該当する調査結
果の利用の許諾については、自治会に諮ると
同時に、自治会長の承諾を得る。さらに依頼
文中に明記することで対象者に周知を行う
こととする。 
インタビュー調査はコミュニティ・カフェ

の積極的利用者および運営協力者を対象と
して、インタビューガイドを用いた半構造的



面接を実施する。質問項目は、対象者の基本
属性およびコミュニティ・カフェの利用や支
援を行う理由、その経緯等である。インタビ
ューは 1人あたり 1時間程度の半構造的面接
で、面接内容は対象者の同意を得た上で録音
し、その他気付いたことなどをフィールドノ
ートに記録する。分析は質的研究の分析方法
の1つであるグラウンデッドセオリーアプロ
ーチを用いる。 
インタビュー調査は研究主担者が行い、そ

の分析には確実性の確保のため、データの分
析は複数の研究者で行い、エキスパートのス
ーパーバイズを受けながら行うこととする。 
 

４．研究成果 
介入の対象となる K 市内でも特にコミュニ

ティのつながりが希薄な地域である U 地区
（公営住宅）において、社会福祉協議会や自
治会と合同の定期的な健康相談会の取り組
みを継続し、同地区内のソーシャルキャピタ
ルの再構築に対する取り組みを行っている。 
当該年度に至るまでの取り組みは以下の通

りである。 
１）自治会における役員会議に出席し、住

民や自治会役員より寄せられる相談内容か
ら地域における課題を抽出し、取り組みの糸
口を探索する。 ２）関係機関に寄せられる
相談内容や対象者の直接的ニーズ、関係機関
が把握している間接的ニーズの集約するこ
とで、地域のネットワークづくりの資源を集
約し、不十分な部分を明確化する。 ３）上
記を踏まえて、社会福祉協議会や関係機関職
員、自治会役員と共通認識を構築し、より効
果的なネットワーク構築について検討する。 
４）研究者が学会や研究会に参加、先駆的な
取り組みの知見を得て、それを関係者と共有
する。 ５）自治会及び社会福祉協議会が実
施する恒例住民の見守りニーズ調査につい
て、情報提供及び調査票の作成やデータ処理
について協力する。 ６）自治会主催で民生
委員やボランティア組織が協力して実施し
ているコミュニティ・カフェにおいて、定期
的な継続した健康相談会の開催。 
上記に於ける取り組みを踏まえて、平成 25

年 9 月 16 日の敬老の日に、高齢居住者全数
を対象として、介入効果測定のための調査票
の配布を行う予定であったが、前日及び当日
における当該地域とその周辺地域への台風
被害に伴い、調査票の配布が困難となったこ
とが原因である。今年度での実施の方向で再
度調整を行うとともに、測定方法の再検討を
おこなったため、倫理委員会へ再申請をして
いるところである。 
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